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魔法の WALLET プロジェクト活動報告書 
報告者氏名：甲斐大騎（共同研究者：高野嘉裕）       所属：大分県立別府支援学校鶴見校 

記録日：２０２０年２月１６日 

キーワード：実態把握、コミュニケーション、要求表出、環境づくり、Pepper 

【対象児の情報】 

・学年 中学部３年生 男子 

・障害と困難の内容  

◎肢体不自由 

□知的障がい □重度重複障がい □聴覚障がい 

＊診断名：脳性麻痺、感音性難聴 

【活動目的】 

○当初のねらい（計画書の学習目標）と活動による方向性の確認状況 

【今年度の学習目標】 

・たくさんの遊びを経験する（結果的に興味関心の幅が広がる） 

・自分のしたいことを他者に伝える手段を獲得する 

 

○実施期間：令和元年 5 月から令和２年３月 

◯実施者：甲斐大騎 

○実施者と対象児の関係：担任 
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【活動内容と対象児の変化】 

○対象児の事前の状況 

《生徒について》 

ʬ移動・姿勢ʭ 

・中学部３年生男子生徒。 

・常時、車椅子に乗車しており首が座っているためリクライニングの角度も座位のような姿勢で過ごしている。 

・車椅子での自走はできず、移動は支援者の全介助である。 

・学習の中では車椅子以外にも、マットの上であぐら座位を取ったり、ウォーカーに乗ったりする。 

・左手の方が右手に比べると動きが小さいが、蛇口の水に手を伸ばすなど意図的な動きはある。右手は力も強

くテーブル上のものを払いのけるような大きな動きだけでなく、教師の手を持ったり、ハンドタオルを持ち

上げて投げたり、自分の口から落ちるよだれを人差し指で受け取ったりと細かな動きもできる。 

ʬ認知ʭ 

・人の存在を意識することはできており、担任が視界からいなくなると背後を振り返るなど探すそぶりをする。 

・一定時間経過すると自動で止まる扇風機のスイッチを押して作動させて遊ぶなど、遊びの中での因果関係は

理解できている。 

・音声言語に対して明確な反応はほぼない。（「みっちゃん」と名前を呼ばれた際に反応があることはあるが、

確信までは至っていない） 

ʬ聞こえʭ 

・楽器が床に落ちるなどによる大きな音に明確な反応はないが、耳元で担任が拍手をすると音のなる方へ視線

を向ける。また、背後から担任が足音を立てながら歩いてくると音のする方へ意識を向けているような様子

が見られる。 

ʬ見え方ʭ 

・視力検査時には３m ほど離れた位置から提示されたペンライトを追視した。スクールバスなどで移動する際

は、木々から溢れる木漏れ日のある方向を探し、ずっとそちらの方向を注視している。（左右どちらの方角

においても同様に） 

《取り巻く生活環境との関わりについて》 

・幼少期から、病院併設の児童養護施設へ入所している。 

・学校がこの施設と併設しており廊下で繋がっている。 

・入浴、食事、排泄など 1 日のスケジュールは常に一定である。 

・入浴や食事など病棟スタッフが介助者として関わる必要のある時間以外は基本的に自由な時間となる。自分

からしたいことを要求する手段もないため、常に病棟スタッフから与えられたものや場所で過ごしている。 

《意思の表出と興味関心について》 

ʬ意思表出の手段ʭ 

・車椅子に乗ったまま、周囲からの関わりが一定時間ないと、だれ拭き用のタオルを車椅子から落としたり、

テーブルを叩いたり、ヘッドレストへ頭を打ち付けたりする。 

・担任と目を合わせて「あー」「うー」のような喃語を発するなど明らかに何かを伝えようとする姿は見られ

る。 

・彼なりに伝えようとしていること（その中身については明らかではない）が伝わらない時間が続いた際には、
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全身を大きくジタバタさせ最終的には車椅子のヘッドレストを折ることもあった。 

 

ʬ興味関心ʭ 

・学校と入所施設の往復が彼の生活の大部分なため、生活経験や興味関心がその範疇でしか広がっていかず、

結果的に常に「同じものやこと」を繰り返している。（彼の興味関心のあるものを大人側が推測する際も、

結局既存のものからしか選択しないため、提示するものは常に同じになってしまう） 

 

○実践の方向性 

実践を始めるにあたり、彼のこれまでの生活を見つめ直した。同じ施設の中で決められたタイムスケジュー

ル通りに日々の生活を過ごしているため、「いつもと同じ」でいることが当たり前で特に自らがアクション

を起こさなくてもいい環境にある。（もしくは、⾧年施設内で生活している経験から、伝えても「伝わらな

い」と諦めている節もあるのではないかとも感じるが…その点については担任の主観でしかない）つまり、

彼自身はその生活では「困ることはなく」、「変わろうとする」必要もないのだろうと推測した。施設職員に

何も「伝えなくても」毎日同じ生活は保証されているため、何らかの自分の思いを「伝える必要」もない。

その結果、「伝える手段」を獲得する場面も必要性も少ないまま、現在に至っているではないかと考える。

その生活がこれからも変わることはないため表面的には彼も困らないが、一方で学びの場である学校では少

なくとも担任に対しては、したいことがあることは明らかに伝わっており、彼なりの方法で「何かを」伝え

ようとしている状況もあることを考慮すると、人へ発信する機会を確保することは彼が将来、他者と関わり

ながら、支援を受けながら、生活していく上で必要なのではないかと考えた。そこで、遊ぶことが好きな彼

の実態を生かして遊び場面において実体験を増やしながら、彼の「選択肢」がどのようなものであるかを明

らかにしていき（実態把握）、それらを他者に発信する「場」を設定し、受け手に分かる手段に置き換えてい

く。最終的には、「学びの場」で明らかになった彼の思いや表出手段が、「生活の場」へと広がり、彼の生活

の質が上がるような方向へ進めて行きたいと考えている。 

 

○活動の具体的内容 

《遊びの貯金》 

＊実態把握と興味関心の特性の理解（副次的な狙いとして、彼の興味関心の広がりへ繋がることを期待する） 

ʬ遊びの実態把握ʭ 

彼からの自発的は発信が多く見られ、また意欲的に活動する姿が多く見られる遊

びの場面において、どのような遊びに対して好意的な反応が見られるのかについ

て実態把握を行った。 

―やり方― 

①全ての遊びに名前をつけ、活動前に遊び名を知らせる 

②一緒に遊びその様子をビデオ録画 

③ビデオで彼の表情や様子から４段階に分けた項目にチェックをつける 

＊その際に、1 度目の彼の反応の質に関係なく同じ遊びを２日以上試行して判断するようにした。 

さらに取り組み中期には、既習の遊びについて選択できる場面を設定した。彼の周囲に遊びにつながる道具を

置いておき、それらを手に取ったり担任へ手渡したりすることで遊びへ入る場面（要するに、担任から遊びを

提示されるだけではなく自ら遊びに関わることもできる場面）を設けた。 
 

▲一緒に遊びその後ビデオ分析 
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《手段の獲得に向けて》 

ʬコミュニケーションサンプルを記録する（実態把握）ʭ 

 彼が学校生活を送る時間の中で「誰に」「どのような内容（推測も含む）を」「どんな手段で」「どこで」伝え

ようとしたかを記録し、彼の表出の手段とその傾向について実態を把握する。これについては遊びの場面に

こだわらず、一定期間を設けて全ての場面での自発的な表出を記録した。その結果を、これ以降の遊びの構

築や伝える手段の選択などの方向性へ活かしていく。 

 

○対象児の事後の変化 

《遊びの貯金》 

ʬ遊びの実態把握ʭ 

現在まで５７の遊びについて実態把握を行い、４つの段階にチェックをつけた。（表１） 

（チェック内容） 拒否 ― 関心がないように見える ー なんとなく受け入れている ー 好意的 

また、遊びの中には彼にとって初めて取り組むものもあったため担任の関わり方の基本を、まず教師がやっ

てみる→彼の視線が向く、遊び道具を注視する、気が向く→一緒にやってみる とし、最初から強制で遊び

へ巻き込んだり、無理やり取り組ませたりすることはないようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５７の遊びをそれぞれ複数回取り組んだ結果、いくつかの特徴が見えてきた。提示した遊びの中で、〔拒否〕

を示したのは５つのみで残りの５２については、少なくとも〔嫌ではない〕感覚でありそうだということが

（表１） 

▲keynote を使用 
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分かった。（もちろん複数回同じ遊びに取り組んだとはいえ、関わる人自体に何かしらの要因があるのかもし

れないし、取り組む場所が変われば結果に変化が出たかもしれないと考えるとこの結果が全てではなく、こ

れを受けて大まかな方向性を捉えるまでしかできないと考えている。）〔拒否〕を示した５つの遊びに共通す

ることとしては、鈴やビブラスラップなど、手に道具を持ってそれらを振ることで遊ぶ際に自分の手に何か

を持たされる感覚の遊びであるということだった。一方で、〔吸盤ピストルがピタッ〕の遊びでは、ピストル

を担任が一緒に持つという点では道具を持たされているのと同様の状況ではあるが、〔なんとなく受け入れて

いる〕のチェックなっている。これから推測するに、手に道具を持たされている状況は好ましくないが、そ

こから大きなアクションが起こる（今回のピストルでいうと、ピストルから勢いよく吸盤弾が飛び出す）こ

とに見通しが立っていればそちらへの興味の方が強くなるのではないかと感じた。 

上記の推測も含めて、これらの結果からわかったことは大きく２つであった。 

・（こちらが提示した）遊びに対しては、ほとんどの遊びに対して寛容で受け入れて遊ぶ 

・特に好意的な様子が見られたのは、〔食が伴う〕〔光が伴う〕〔身体的接触が伴う〕遊びの３つである 

やはり事前の実態把握でも何となく掴んでいた感覚と同様で、提示されたもの（与えられる形となる物事）

や活動に対しては寛容で基本的に受け入れる（少なくとも拒否はしない）ことがわかった。そんな中で〔食

が伴う〕〔光が伴う〕〔身体的接触が伴う〕遊びについては、上記の表の遊び名を濃いオレンジ色にしている

部分で、全ての遊びに共通していたのは明らかな彼からの発信（「もう一回してほしい」「もっともっと」「こ

れがいい」のようななんらかの要求と考えられる行動）が多く見られた。 

また同時に、彼が自ら遊びに対して働きかけるのかに

ついて、既習の遊びを選択できる場面を設定した。右

図のように彼の周りに、すでに彼が知っているもの

で、興味を示したと（担任が）判断した遊び道具を並

べて様子観察した。計５回、遊びの内容を変えて同様

の状況を作り観察したが、５回中４回はその場から大

きく動かず、観察時間と設定した２５分間が終了し

た。１回は、ウォーカーまで背ばいで移動し、ウォー

カーの足元を掴む姿が見られた。その時は、その行動を

受け入れウォーカーに乗せると気になった場所へ自分で移動する姿が見られたが、それ以外の４回では自発

的は働きかけが見られなかった。このことから、基本的に彼が自ら働きかける距離は、彼が今いる場所から

手が届く範囲（車椅子乗車時、座位、マットで仰向けになっている際も、手が届く範囲に担任がいる場合に

のみ彼からの反応が見られ、少し離れた場所にいる担任への働きかけは見られなかった）であると推測され

た。 

一方で、自らウォーカーまで背ばいで進んでいった姿から、自分が置かれた状況について全く無関心なわけ

ではなく、自ら道具に働きかけることで何かが起こる（叶う）ことはなんとなく体感していることも分かっ

た。（人に何かを伝える時は、その人自身に対してもしくはそのモノに対して働きかければいいことはなんと

なく体感している）この観察場面では〔食が伴う遊び〕も提示したが、その時は反応を示さなかった。（この

結果も、その時たまたま反応しなかった可能性もあるので、どのようにその結果を捉えるのかが難しいが、

その他の場面での様子と比較した結果から、彼の現時点でのコミュニケーションを取ろうとする距離は人も

しくはものに対して、自分が今いる場所から手の届く範囲ではないかと推測していた） 

 

そこで、彼の「伝えたい」がたくさんの「伝わった！」に変わる経験がたまることで、彼の「伝えたい」が

▲自由に動けるようにマットに横になった状態で観察 
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より強くなり、彼から伝えようとする回数や内容の増加へ繋がり、関わりの距離も伸びていくのはないかと

仮説を立てた。 

 

ʬ遊びの場面設計ʭ 

これまで通り、新たな遊びを提示してその時の彼の様子を観察したり、日常の生活の中で彼からの発信があ

った際には、必ずその思いを受け止め、可能な限り彼の思い通りの内容が叶うような関わりをしたりしてい

くことは継続した。 

その遊びの中で「教師が意図的に遊びを中断する」「担任に正確な意図が伝わらない（ように支援者側が意図

的に関わる）」場面を設定し、その際の彼からの働きかけによって継続したり中止したりするようにした。 

〔食が伴う〕遊びの様子 

①プリンを一緒に作り、試食で小さなプリンを食べたのち、持って帰る用のプリ

ンを彼の背後（写真の赤丸の位置）に置いた。すると、担任の手を取りなんとな

く彼の背後側へ手を誘導する様子が見られた。 

 

②そこで、彼の手が届かない位置へそのプリンを移動させ、様子観察を行った。 

 

 

 

③すると、①と同様に担任の手を取り、明らかにプリンへ視線を向けながらそち

らの方向へ担任の手を誘導した。 

 

 

④そこで、担任が③の時より遠くへプリンを誘導し、様子観察を行った。ここで

も、プリンの方へ視線を向けながら、担任の手をその方向へ誘導する姿が見られ

た。 

 

 

⑤そこで、プリンを初めて彼の手の届く位置へ移動させると、プリン自体へ自ら

手を伸ばし、その後担任の手を取って（おそらく「食べさせてほしい」の意思）

プリンへ誘導した。 

 

上記から、彼が本当に「叶えたい」「したい」と思っていることでは、彼自身が手の届く範囲ではなくともな

んらかの手段を使って（今回は「担任の手」という道具を使って）その距離を埋め、叶えようとする意欲が

あることが分かった。同様の姿が、〔身体接触が伴う〕遊びでも見られている。身体接触が伴う遊びでは、担

任の手を取る＝担任自体が遊び道具となり叶うため、担任自体が彼の手の届かない距離にいるようにした。

すると、彼は寝そべった状態からそこまで上肢を起こして手を伸ばす姿が見られるなど、これまでの彼のコ

ミュニケーションの距離からの広がりが見られ始めた。 
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〔光を伴う〕遊びに関しては、彼が好む光の種類として、定点

でキラキラと電飾が光るものというよりは、ミラーボールのよ

うに光が多方面に動くものに対しての関心が強い様子が見られ

た。そこで、校内の空き教室を、暗幕を使って光を遮断し多方

面プロジェクタールームとし、正面だけでなく左右や天井も含

めて様々な映像や光が彼を包み込むような環境を作り、そこで彼の「もっと見たい！」「なんで止まったの？

動かして（流してほしい）！」といった自発的な働きかけが見られるような取り組みができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《手段の獲得について》 

ʬコミュニケーションサンプルを記録する（実態把握）ʭ 

彼が学校生活を送る時間の中で「いつ」「どこで」「誰に」  

「どのような内容（推測も含む）を」「どんな手段で」

伝えようとしたかを記録した。記録日は、6 月 12 日か

ら６月 24 日とした。 

これらの記録のうち、（紙面の関係上）今後の取り組み

に関わる項目のみ表記する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全８５回） 

 

▲Excel を使用 

▲プロジェクタールーム 
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ʬ手段ʭについて、彼が自発的に発信した行動について

まとめた。ハンドタオルを彼の車椅子のテーブル上に常

に置いているため、それを投げてテーブルから落とすこ

とで視線を集めたり、手の届く範囲に物があればそれを

担任へ手渡すことで思いを伝えたりしていることが分か

った。主には、〔タオル投げ〕・〔発声・頭トントン〕を注

意喚起のような意味合いで使い、〔モノを渡す〕〔全身を

動かす〕〔体を前に倒す〕〔手引き〕を要求場面で見せる

ことが多いことが分かった。 

 

 

ʬ発信の内容ʭについては、要求が 52%、注意喚起が

35%、拒否が 12%であった。要求であると判断する基準

としては、何かしらの道具を手渡した、担任の顔を見て

発声した、体を前に倒した（抱っこしてほしい）、手引

き・クレーン行動 などが見られた時など、受け手が彼

の伝えようとする内容を受け取れた時とした。これらの

ことから、実物へ働きかけることで自分の思いを叶える

ことができるということは理解していると推測した。 

注意喚起は、彼がハンドタオルを車いすから投げた、全

身をバタバタと動かした、目線の先に明確な対象者がい

ない状態で発声している など、彼の行動によって周囲の支援者が「どうしたの？」「なに？」と関わりにい

くような状況を判断基準とした。これらも、特にタオル投げについては、実物（もの）に対して自分がアク

ションを起こすことで状況を変化させようとしていることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

▲担任の手を自分の

足元へ誘導し（手引

き）、抱っこして欲し

い旨を伝える 

▲机の上に置いてあ

るタオルを遠くへ投

げて、それを誰がが

拾いにきてくれるの
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これらの結果を受けて、 

・彼は明らかに自ら発信している 

・その内容については主に〔要求〕〔注意喚起〕である 

・表出手段として、モノを渡す・手引き・クレーン行動によ

って〔要求〕し、タオル投げ・発声・頭トントンによって

〔注意喚起〕を表すことが多い 

と推測された。また、それらの表出は場所や時間帯には影響

を受けることはなさそうで、取り上げるとすれば「何かをし

ているわけではない時間＝支援者が何も関わっていない・も

しくは道具等何も与えていない時間」に自ら〔注意喚起〕の

ため行動を起こしているような様子が伺えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《遊びを作ろう！》 

そこで、これらのことから主に〔食を伴う〕〔身体接触が伴う（通常の抱っこ

してほしいも含む）〕・〔光を伴う〕遊び場面に置いて、実物を渡す・手引き・

クレーン行動が見られるような提示をし、それらを受け止めることで彼の「伝

わった」が溜まっていき、その中で彼が「伝える手段」を確立できるように取

り組みをさらに進めた。 
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（１の部分）まずは、「人」へ直接働きかけることで遊びが始まる仕組みを作った。 

（２の部分）その後、「人」へ働きかけることに加えて「モノ」を手渡すことでも遊びが始まるようにした。

その際のモノは、その「モノ自体」が遊びに必要であるモノを選んでいった。（モノを手渡す必

然性を重視） 

（３の部分）次第に、伝わる経験も積み重なると、場面も増える。さらに、伝えたい気持ちが高まりただ

「伝える」のではなく「呼んでから伝える」「引き寄せてから伝える」ような姿も見られ始めた。 

（４の部分）モノと遊びが一致してくると、複数あるモノの中から今やりたいことを選ぶ段階へと進んだ。 

しかし、これらは基本的には 

・教師が常に彼の発信を見ている状況である  もしくは 

・彼が自力で教師のところまで移動できる状況にある 場合である。 

彼が自分では移動できない状況にいて教師も彼以外の生徒と関わっていて彼の発信を見

ることができていない状況では、伝わらない場面が出てしまうことがわかった。 
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こうなると、支援者に気づいてもらうための仕組みを取り入れた

いと考えV O C Aの活用も考えたが、結局タブレットやスイッチな

どの準備は大人がするため「伝える」場面が大人によって決めら

れてしまうことや、遊び自体をシンボル化できるまでに多くの時

間を要することから、VOCAを選ぶには踏み切れなかった。同時に

将来の生活も考えると実物での関わりは続けたいという思いもあった。 

 

そこで、彼はこれまで通りモノを手渡すことで自分の思いを伝えよう

とするがそれが見逃されないような環境を整える方向で考えた。彼の

動きや発信を見逃さずに私たち教員に教えてくれる存在として、今回

は Pepper を導入した。 

具体的には、Pepper の拡張性の高さという利点を生かして、小型コ

ンピューターボードの micro:bit と付属の加速度センサーを連動させ

て実践を行った。 

 

実際の環境 

 

①彼がやりたいモノボード上にある

モノへ手を伸ばす 

②加速度センサーが彼の動きを感知 

（感知したことを Pepper へ送信） 

③Pepper は micro:bit からのデータ

を受信するとセリフを喋るようにプ

ログラムしておく 

④Pepper の言葉を聞いた教師が彼

のもとへ近づき「どうしたの？」か

ら関わりが始まる 

＊micro:bit は Make code を使用 

＊Pepper は Robo Blocks を使用 

 

 

上記のような環境を設定することで、彼はいつでも自分のやりたいことを伝えられる状況の中で生活するこ

とができるようになった。（これはあくまでも、「伝えられる」環境を手に入れただけであって、「いつでも叶

う」環境を手に入れた訳ではない。彼との直接的な関わりの中でそれは決まるようにした。）また、Pepper

のプログラムに関して、彼の動きをどのような言葉で表現するのが一番客観的で適切なのか、彼の動きにど

のような意味づけを行い言語化するのか、については非常に繊細な部分であり現在も試行錯誤中である。 
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【報告者の気づきとエビデンス】 

・主観的気づき 

 

 

 

・エビデンス（具体的数値など） 

①コミュニケーションサンプル 

コミュニケーションサンプルを１２月に再度記録した。すると、彼

からの発信数が劇的に増加していることが明らかになった。また、

６月は９日間で８５回だったのに対し、１２月は記録期間が７日間

だったにも関わらず４１９回であることも考慮すべき点であるよう

に感じている。さらに、１２月の記録時には Pepper を活用した環

境づくりも完成している状況であったため、彼がこれまで気づいて

もらえずに伝わらなかったことが実質なくなってきたというのもこ

のデータに影響していると考える。 

また、その発信の内容についても、彼が注意喚起として行ってい

た〔タオル投げ〕の占める割合が減り（赤い部分）要求として

〔手引き〕〔モノを渡す〕が多くなってきた。さらに、聞き手の手

や体を直接自分へ引き寄せて伝える場面が全体の約半分を占め

た。（その要求内容は、抱っこ・こちょこちょ・着替え・車椅子や

ウォーカーへの乗せ替えなどである）必死に何かを伝えてはいた

がその内容は必ずしも伝わりきれなかった６月から、伝えたいこ

とが聞き手に伝わる１２月へ変わっていっているように思う。 

 

②施設職員の変化 

彼が入所している施設でも、それぞれの担当職員が主となって個別支援に

ついての目標を立てている。その内容が取り組み当初は「座位になる」だ

ったが、現在では「食事時、おかずを見せて手を伸ばして選択する」に変

わっている。彼が実物であれば選択する力があるということを理解し、そ

して自分で手を伸ばして伝えることができるということを生活の場でも取

り入れてもらえていることが分かった。 

伝わる経験の蓄積はさらなる「伝えたい意欲」へ繋がり生活の質が上がったのではないか 

「伝える」手段を確立できたことで周囲の人からの評価に変化が起きているのではないか 
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（これは座位になるという目標自体が不適切だったという訳ではないという点を確認しておきたい。あくま

でも医療・療育の立場から彼をみたときに彼にとってその時期に求めら

れる目標を計画されている） 

③ケース会議内での出来事 

１２月に行われた、施設職員・病棟看護師・介護福祉士・栄養士・O 

T・P T・S T・学校関係者など、彼に関わる人が集まって現在の彼の様

子や今後の見通しに関して情報共有をするケース会議内で、彼の担当 S 

T の方から右図のような感想をいただいた。 

 

 

・その他エピソード 

ある日の出来事… 

今回の実践を振り返る際に、彼に関わってくれている

先生方にもアンケートを依頼した。すると、私の知ら

なかったエピソードを教えてくださったので紹介す

る。（右アンケート） 

私が他の生徒との授業で、彼から離れている間に起き

た出来事だった。このエピソードを聞いて何より驚い

たのは、彼が担任以外の教員に対して自分から気持ち

を伝えようとしているということ（６月のコミュニケ

ーションサンプルでは、担任意外に対して自ら関わろ

うとする姿は８５試行中０回だった）、そして伝わるま

で彼が「伝え続けた」ということである。文章で見る

と当たり前のように感じて見落としてしまいそうにな

ったが、彼は声を出しながら車椅子を揺らすことから

始めて（そうやって注意喚起して人を呼んだところも

すごいが…）ウォーカーに乗ることを叶えるまでにこの教員と５往復もの関わりをしている。出会った頃の

彼は自分の思いが伝わらない気持ちから、車いすのヘッドレストが実際に折れるほど頭や全身をばたつかせ

ていたのである。そんな彼が、もしかすると元々人へ伝える力や手段は持っていたのかもしれないが、それ

らに自信を持ち手段として確立させ、こうして大人が根負けするほど伝え続けやりたいことを叶えていった

姿を彼に見せてもらえて、私としてもぐっとくるような嬉しい思いをさせてもらえた。＊何よりこの教員が、彼

のこの一連の動きを「わがまま」という言葉で片付けずに彼の心にきちんと耳を傾けてくれたことに感謝したいと思う。 

 


